
釈
尊

の
悟
り
に
は
展
開
が
あ

っ
た

ま
え
が
き

仏
教

の
開
祖

釈
尊
三
十
五
歳
、
菩
提
樹
下
の
悟
り
に
つ
い
て
、
多

く
の
人
は
、

一
度
に
全
開
し
た
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本

に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
た
ち
も
、
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
私
が
聞
い
た
韓
国

・
中
国

・

バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
た
ち
の
間
で
は
、
そ
れ
ま
で
修

行
者

(
菩
薩
)
で
あ
っ
た
釈
尊
が
、
苦
行
を
共
に
し
て
い
た
仲
間
と
分

か
れ
、
ウ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
村
の
菩
提
樹
の
下
に

一
人
来
て
結
跏
趺

坐
し
、

つ
い
に
開
悟
成
道
し
た
。
そ
し
て
そ
の
悟
り
は

一
度
に
全
開
し
、
完
全

者
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
四
十
五
年
間
、
説
法
伝
道

を
つ
づ
け
、
八
十
歳
で
入
滅
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
釈
尊
の
悟
り
に
は
な
お
展
開
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
二

度
開

い
た
と
い
う
こ
と
を
、
『律
蔵
大
品
』

に

よ

っ
て
説
明
し
た
い
。
完
全
な
論
文
に
す
る
に
は
、
な
お
漢
訳
そ
の
他

の
資
料
が
必
要

で
あ
る
が
、
今
は
取
り
敢
え
ず
、
パ
ー
リ
の
所
伝
に
よ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号
 
平
成
十
七
年
十
二
月

前
 

田
 

恵
 

學

る

。菩

提

樹

下

の
悟

り

に

つ
い
て
、

『
律

蔵

大

品
』
(
1
)

に

は
、

そ

の
冒

頭

に
、

そ

の
時
、
ブ

ッ
ダ
世
尊
は
、
初
め
て
悟
り
を
開

い
て

、

ウ

ル
ヴ

ェ
ー
ラ
ー
村
、

ネ
ー
ラ

ン
ジ

ャ
ラ
ー
河

の
畔
、
菩

提
樹

の
下

に

い
ら

れ
た
。

と

述

べ

て

い

る
。

そ

こ

に

は

「最

初

の
現
等

覚

」

で
あ

る

こ
と

が

明

言

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は
地

上

最

初

の
現

等

覚

と

理

解

さ

れ

る

が
、

同

時

に
釈

尊

に

と

っ
て

第

一
回

の
悟

り

で
あ

っ
た

と

い
う

意

味

に
も

と

れ

る

は
ず

で
あ

る
。

そ

の
悟

り

の
内

容

は
、

の
ち

に
十

二
縁

起

で
説

明

さ

れ

る
。

縁

起

説

に

は
、

九

支

十

支

等

、

い
く

つ
か

の
縁

起

説

が
あ

る
が

、

と

り

敢

え
ず

十

二
縁

起

に

よ

る

。

十

二

縁

起

は
、

要

す

る

に
無

明

を

根

本

の
原

因

と

し

て
、

人

間

の
苦

が

生

ず

る

と

す

る
。

無

明

を

滅

す

れ
ぼ

、

苦

も

ま

た

滅

す

る

と

す

る

も

の

で
あ

る
。

原

始

仏

教

の
解

説

に

は

、

心
解

脱

・
慧
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釈
尊

の
悟
り
に
は
展
開

が
あ

っ
た

(前
 

田
)

解
脱
と
さ
ら
に
倶
解
脱
の
別
を
立
て
て
い
る
が
、
無
明
を
滅
す
る
の
は
、

「明
」
す
な
わ
ち
叡
智
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
縁
起
に
よ
る
解
脱

(2
)

は
慧
解
脱
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

成
道

の
あ
と
釈
尊
は
、
ベ
ナ
レ
ス
に
向
わ
れ
る
。
途
中
、
異
教
徒

の

ウ
パ
カ

に
会
わ
れ
る
が
、
や
が
て
鹿
野
苑
に
い
た
り
、
五
人
の
仲
間
す

な
わ
ち
五
比
丘
に
最
初

の
説
法
を
せ
ら
れ
る
。
説
法
の
内
容
は
、
四
諦

八
正
道
を
中
心
と
す
る
教
え
で
あ
る
。
四
諦

の
教
説
の
中
で
は
、
苦

の

原
因
は
濁
愛

と
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
な
き
欲
望
で
あ
る
。
五

比
丘
は
、
四
諦
八
正
道
の
教
え
を
聞

い
て
、
順
次
に

「塵
な
く
汚
れ
を

離
れ
た
真
理
を
見
る
眼

(
、

法
眼
)
が
生
じ
た
。」
思
う

に
、
悟

り
の
最
初
の
段
階
、
預
流
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階

で

は
、
ま
だ
煩
悩
は
断
ぜ
ら
れ
て
い
な

い
。
欲
望
が
残

っ
て
い
る
か
ら
家

に
戻

っ
て
家
の
仕
事

に
従
事
で
き
る
。
し
か
し
五
比
丘
は
志
を
遂
げ
る

た
め
に
取
り
敢
え
ず
こ
こ
で
受
戒
し
て
、
比
丘
と
な
る
。
そ
こ
で
釈
尊

は
、
さ
ら
に
進
ん
で
五
緬

の
無
常

・
苦

・
無
我
の
教
え
を
説
か
れ
、
そ

の
結
果
、
五
比
丘
は
貧
欲
を
離
れ
て
解
脱
す
る
。
「も
ろ
も
ろ
の
煩
悩

よ
り
心
が
解
脱
し
た
」
と
さ
れ
る
。
阿
羅
漢
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
四

向
四
果

の
四
段
階
を
経
ず
、
預
流
果
か
ら
直
ち
に
阿
羅
漢
果
に
達
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
阿
羅
漢
に
な
れ
ぼ
、
も
は
や
在
家
生
活
に
戻
る

こ
と
は
出
来
な
く
な
る
。
こ
の
際
、
「煩
悩
よ
り
心
が
解
脱
し
た
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
心
解
脱
を
得
た
の
で
あ
る
ゆ

五
比
丘

の
あ
と
、
心
解
脱
を
得
て
、
阿
羅
漢
と
な

っ
た
の
は
、
ヤ
サ
・

ヤ
サ
の
友
人
四
人

・
ヤ
サ
の
友
人
五
十
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
阿
羅
漢
は
、

釈
尊
を
加
え
て
世
に
六
十

一
人
と
な
る
。
こ

の
時
、
釈
尊
は
、
比
丘
ら

を
集
め
て

「伝
道
の
宣
言
」
を
発
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
も
知
ら
れ
る
通
り

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
釈
尊
の
慧
解
脱
に
対
し
て
、
弟
子
達
が
い
ず
れ
も
心
解
脱

と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
釈
尊
と
弟
子
の
比
丘
と

の
間
に
、
そ
れ
な
り
に

悟
り
の
格
差
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

二

そ
の
後
釈
尊
は
、
恐
ら
く

一
人
で
、
ウ
ル
ヴ

ェ
ー
ラ
ー
の
セ
ー
ナ
ー

ニ
ガ
マ
に
向
わ
れ
る
。
こ
の
辺
り
か
ら
ま
た
し
て
も
、
―

菩
提
樹
下

と
同
じ
く
―

悪
魔
パ
ー
ピ
マ
ン
ト
が
出
現
し
は
じ
め
る
。
釈
尊
の
心

に
何
ら
か
の
動
揺
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
釈
尊
は
、
間
も
な
く
ウ

ル
ヴ

ェ
ー
ラ
ー
で
第

一
回

の
雨
安
居
を
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
安
居
は
、
釈
尊
に
と
っ

(3
)

て
極

め

て
重

要

な

意

味

を

意

味

を

も

つ
も

の
と

な

る
。

『
律

蔵

大

品

』

に

は
次

の

よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

時

に
世
尊

は
雨
期

を
過

さ
れ

て
の
ち
、
比
丘
ら

に
告
げ
ら

れ
た
。
「比
丘
ら
よ
、

わ
た

し

は
真

の
精
神

集
中

、
真

に
正

し

い
努

力

に
よ

っ
て
、

無
上

の
解

脱

に
達

し
、

無
上

の
解

脱

を
実

証

し
た
。

比
丘
ら

よ
、

お
ん

み
ら
も
ま
た
真

の
精
神
集
中

、
真

に
正

し

い
努

力
に
よ

っ

て
、
無
上

の
解
脱

に
達

し
、
無
上

の
解
脱
を
実
証

せ
よ
。
」
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こ
こ
に
言
わ
れ
る

「無
上

の
解
脱
」
が
、
菩
提
樹
下
に
お
け
る

「最

初

の
現
等
覚
」
よ
り
も

一
段
と
進
ん
だ
境
地
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
問
の

余
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
阿
羅
漢
ど
な

っ
た
仏
弟
子
た
ち
に
、

そ
の
悟

り
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
れ
故
私
は
、
こ
こ
に

「釈
尊

の
悟
り

に
は
展
開

が
あ
っ
た
」、
少
な
く
と
も
二
度
の
展
開
が
認
め
ら
れ
る
と
言

う
の
で
あ
る
。

二
度
目

の
解
脱
で
何
が
超
え
ら
れ
た
か
。
何
が
超
え
ら
れ
ね
ぼ
な
ら

な
か

っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し

か
し
ウ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
の
菩
提
樹
下
の
解
脱
か
ら
、
最
初
説
法
の
ベ
ナ

レ
ス
へ
向
わ
れ
る
途
中
、
釈
尊
は
ア
ー
ジ
ー
ヴ
ィ
カ
教
徒
の
ウ
パ
カ
に

出
会
わ
れ
た
。
こ
の
時
ウ
パ
カ
は
釈
尊
が
只
人
で
は
な
い
と
の
思
い
か

ら
、
釈
尊

に
話
し
か
け
た
。
釈
尊
は
そ
の
中
で

「無
師
独
語
」
で
あ
る

と
答
え
て
い
る
。
私
は
こ
の
答
え
に
は
、
何
か
ひ
っ
か
か
る
も
の
が
あ

る
。
釈
尊

は
そ
の
前
に
、
ア
ー
ラ
ー
ラ

・
カ
ー
ラ
ー
マ
と
ウ
ッ
ダ
カ

・

ラ
ー

マ
プ

ッ
タ
の
二
師
の
門
を
た
た
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
無

師
と
言
え

る
か
ど
う
か
。
し
か
も
原
始
仏
教
聖
典
の
中

に
は
、
か
れ
ら

の
主
張
し

て
い
た

「無
所
有
」
と
か

「非
想
非
々
想
」
と
か
の
言
葉
が
、

時
に
散
見
せ
ら
れ
る
。
二
師
の
教
え
は
完
全
に
は
捨
て
去
ら
れ
て
は
い

な

い
よ
う

に
見
え
る
。
釈
尊

の
中

に
は
、
何
の
こ
だ
わ
り
も
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
ま

た
単
に
無
師
独
悟
と
言
え
ぼ
、
の
ち
の
辟
支
仏

(独
覚
)
に

存
在
理
由

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
釈
尊
が

一
世
界

一
仏

の
娑
婆
世
界

釈
尊
の
悟
り
に
は
展
開
が
あ
っ
た

(前

田
)

の
唯

一
無

二
の
仏
で
あ
る
た
め
に
は
、
過
去
仏

(六
仏
)
の
系
譜
を
継

承
す
る
仏
と
な
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
仏

の
十
号

は
、
か
な
り
古

い
定
型

句
で
あ

っ
て
、
(
4
)

そ
う
し
た
系
譜
を
ひ
く
正
統
な
仏
で
あ
る
こ
と
を
示
す

称
号
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
点

で
も
釈
尊
は
、
無
師
独

悟
を
超
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

解
脱

に
は
、
心
解
脱

・
慧
解
脱
に
対
し
て
倶

解
脱
が
立
て
ら
れ
る
。

倶
解
脱
は
、
心
解
脱
と
慧
解
脱
を
併
せ
も
つ
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
か

つ
ま
た
慧
解
脱
の
人
が
滅
尽
定

を
得
た

時

の
解
脱
と
言
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
(
2
)

滅
尽
定

は
、
釈
尊
が
入
滅
直
前

に
入
定
し
た
最
高

の
境
地
で
あ

っ
て
、
真
ぐ

そ
ぼ

に
い
た
阿
難
に
も
、

そ
の
境
地
を
窺
い
知
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
阿
難
は

滅
尽
定
を
涅
槃

と
取
り
違
え
、
ア
ヌ
ル
ッ
ダ
に
よ
っ
て
そ
れ
が
滅
尽
定

で
あ
る
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

三

釈
尊
は
成
道
後
し
ぼ
ら
く
は
、
四
諦

・
八
正
道

・
十
二
縁
起
や
五
薙

の
説
を
説

い
た
。
し
か
る
に
成
道
後
二
十
年
程
過
ぎ
て
、
戒
律
が
必
要

と
な
っ
た
。
(
5
)

そ
れ
ま
で
佛
弟
子
た
ち
の
間
で
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
的
な
禁
戒

に
よ

っ
て
教
団
の
秩
序
が
保
た
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
教

団

の
拡
大
と
不
謹
慎
な
行
爲
の
増
加
に
よ
っ
て
、
戒
律

の
制
定
が
必
要

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
戒
律

の
藪
は
、
釈
尊

在
世
中

一
〇
〇
な

い
し

一
五
〇
か
條
に
な

っ
た
。
(
6
)

そ
し
て
後
半
生
に
お

い
て
釈
尊
は
、
戒
律
を
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釈
尊

の
悟
り
に
は
展
開
が
あ

っ
た

(前

田
)

組

み
込

ん
だ
教

義

の
体

系

を

構

築

し

た

。

戒

・
定

・
慧

の
三

学

、

ま
た

は
解

脱

を
加

え

て

四
法

と

し

た

の

で
あ

る
。

こ
れ

は
言

わ

ば

、
教

説

の

展

開

で
あ

っ
て
、
釈

尊

自

身

の
悟

り

の
内

容

そ

の
も

の

の
展

開

と

は
言

え

な

い

で
あ

ろ

う

。
後

半

生

の
戒

・
定

・
慧

の
教

説

は
南

方

上

座

仏

教

の
根

幹

と
な
り

、

前

半

生

の
四
諦

・
八
正

道

な

ど

戒
律

抜

き

の
教

説

は
、

北
方

に
伝

わ
り

、

や

が

て
大

乗

仏

教

の
基

盤

を

な

し
、
改

め

て
大

乗

戒

の
成

立

を
見

る

の
で

あ

る
。

因

み
に
、
釈
尊

の
悟

り
に

つ
い
て
こ
の
よ
う
に
考

え

る
時
、
後

の
仏
教

の
理

解

に
何
か
影
響

が
及
ぶ

で
あ

ろ
う

か
。

す
ぐ

に
思

い
浮
か
ぶ

の
は
、
『
正
信
偶
』
に
見

ら
れ
る

「不
断
煩
悩
得
涅
槃

」

の
説

で
あ
る
。

原
始
仏
教

に
見
ら
れ
る
悟
り

で
は
、
預
流
果

に
達
し
た
人

は
、

法
眼
を
得

て
も
、
煩
悩

は
な
お
断
ぜ
ら

れ
て

い
な

い
こ
と
を
知
る
。
預
流
か

ら
さ
ら

に
今
後

の
進

み
方

に
よ

っ
て
、
涅
槃

に
近

づ
く
道

を
見
出
す

こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

ま
た

『
歎
異
抄
』
第
十
六
章

に

「回
心
と

い
う

こ
と
、

た
だ

ひ
と
た
び
あ

る

べ
し
」
と

い
う
言
葉
も

ま
た
、
預
流
果

の
場
合

と
関
係

づ
け

て
理
解
す

べ

き
で
あ
ろ
う
。

1

『前
田
恵
學
集
』
第

一
巻

二
六
五
頁
。

2

同
　
五

八
頁

。
三

つ
の
解
脱

に

つ
い
て
は
、

藤
田
宏
達

氏
に
意

見
を
徴

す

る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
。

3

同
　

二
九
六
頁
。

4

前

田
恵
學

『原
始
仏
教
聖

典

の
成

立
史

研
究
』

四
九
七
頁
参
照
。

5

二
十

年

と

い
う
年

数

に

つ
い
て

は
、

ス
リ

ラ

ン
カ

・
ル

フ
ナ
大
学

の

M

・
ナ

ン
ダ

ワ
ン
サ
師

の
示
唆

を
得

た
。

6

諸
部
派

の
戒
律

を
比
較

し

て
、

一
致
す
る
戒
條

の
歎

か
ら
推
定

し
た
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

釈
尊

の
悟

り

の
展
開
―

「最
初

の
現
等
覚
」
―

最
初

の
安

居
中

「無
上

の
解
脱

」

(文
博
、
文
化
功
労
者
)

24



Journal of Indian and Buddhist Studies Vol. 54, No.3, March 2006 (125 )

1. Lodgings of Monks and Nuns in Early Jainism 

Kiyoaki OKUDA 

We can obtain a rough idea, through the related lines of Schubring's trans-

lation of the Kalpa sutra, about what sort of lodgings monks and nuns on a 

pilgrimage came to find themselves in due to religious constraints, in the 
time of early Jainism. However, even Schubring's work (Das Kalpa-sutra, 

Leipzig, 1905) does not clarify how such constraints came to be imposed. 
The present paper is an attempt to make this point clear through notes 

given on the literature. 

2. A Study of the View of Buddha in the Smaller Mahaprajnaparamita-sutra 

Yugen KATSUZAKI 

The present work aims at contributing to the study of the basic view of 

Buddha in the Smaller Mahaprajnapdramita-sutras, and in particular focus-

es on the view of Sakyamuni Buddha in Early Mahayana Buddhism. Conse-

quently, it becomes evident that a new view of Sakyamuni Buddha and Ma-
hayana Buddha was established in the Smaller Mahaprajnapdaramita-sutras. 

3. Development of Buddha's Enlightenment 

Egaku MAYEDA 

At the age of 35, the founder of Buddhism, the Buddha, attained His En-
lightenment in Uruvela. This enlightenment is complete enlightenment as 

thought by many people. But according to Vinaya Mahavagga I, Buddha at-

tained pathamabhisambuddha at first, then in the second stage he developed 

his enlightenment even more. After his first sermon, the Order consisted of 
61 Arahants, and the Buddha further developed his spiritual development in 

the first rain retreat. He attained incomparable deliverance (anuttara-vimutti) 

through mindful concentration (manasikara). 
Enlightenment under the Bo-tree is to become free from Ignorance (avijja)
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through knowledge (vijja) which must be called emancipation through insight 

(panna-vimutti). After the first sermon five ascetics, Yasa and his 54 friends, 

attained enlightenment through being set free from desire (tanha), which 

must be called emancipation through mind (citta-vimutti). Emancipation under 

the Bo-tree is the first stage of enlightenment, but emancipation through 

both sides (ubhato-vimutti) is a much higher and deeper enlightenment, which 

is regarded as anuttara-vimutti. 

4. On the Texts of the Pusa yingluo benye jing: With a focus on Dunhuang 

manuscript S.3460 

Masanori FUIITANI 

Dunhuang Manuscript S.3460, that has been assumed to be the Pusa ying-

luo- jing (T.16, No.656) in various catalogues, is unmistakably the first vol-

ume of the Pusa yingluo benye jing (T.24, No.1485) compiled in China be-

tween the 5th • 6th c. A.D. The main distinctive feature of this manuscript is 

that it has 28 verses on the Twenty-three Vows in the 'xiansheng mingzi-pin' 

(Œ«•¹–¼Žš•i) (Chapter 2), whereas other texts have 31 verses on Twenty-Four 

Vows. This form of the verse is consistent with S.2748, the commentary of 

this sutra. Hence, most probably it indicates the original form of this sutra. 

Furthermore, when this manuscript was compared with other versions, it 

turned out to be the closest one to the Fangshan Stone Sutra. 

5. On a Comparison between "Original Enlightenment Thought" and "Ta-

thagatagarbha Theory" 

Judo HANANO 

Mr. Shiro Matsumoto insisted that the "thought of the matrix of the Tatha-

gata" (nyoraizo shiso) is a non-Buddhist teaching because it is dhdtu-vada. 

Upon receiving Mr. Matsumoto's theory, Mr. Noriaki Hakamaya opposed the 

concept of "original enlightenment." 

I responded to Mr. Hakamaya's opposition, stating that the word dhdtu, as 
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